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ユーグレナも⾚字に バイオジェット燃料の理想と現実には⼤きなギャップがある？ 
 
⽇本経済新聞に⼩さな記事が載った。事業が順調であるとき
には素晴らしい技術としてもてはやされるが、⼀旦変調をき
たすと世間の⾵は冷たいものである。バイオジェット燃料に
未来はあるのだろうか？ 
 
例えば次のような希望に満ちたサイトが⾒つかる。タイトル
中の「危機感」は、開発したバイオジェット燃料の使⽤義務を国が航空会社に課すというこ
とのようにも読み取れる。 
 
「ミドリムシで⾶ぶ⾶⾏機」計画責任者のユーグレナ永⽥⽒が明かす危機感。⽇本は未だバ
イオ燃料後進国のままなのか 
https://finders.me/articles.php?id=682 

昨年 11 ⽉、ユーグレナは⽇本初の国産バイオジェット燃料、バイオディーゼル燃料の製
造実証プラントを完成させた。2019 年夏にはそこで⽣産された次世代バイオディーゼル燃
料の供給を開始、東京オリンピックが開催される 2020 年にはバイオジェット燃料での有償
⾶⾏を実現させ、普及を推進していく。 

バイオ燃料とは、植物などのバイオマスから精製する燃料を指す。⽯油などの化⽯燃料に
代替できる存在として注⽬を集めており、ユーグレナは⾃社⽣産した微細藻類（ミドリムシ）
および廃⾷油を原料とするバイオ燃料の研究を進めている。 

バイオ燃料の製造コストはリッターあたり 100 円以下にできるとわかっているんですよ。
今のコストは原料が 70 円で、精製コストが 9,930 円。合計で 1 万円ぐらいという感じで、
⽯油由来のジェット燃料の約 100 倍です。でも製油所⾃体はすでに世界中にあって、導⼊
が進めば規模の経済で精製コストが 20 円以下まで安くなるとわかっているんです。確信が
あるから設備投資ができていますし、他社や⾃治体も協⼒してくれているんです。 
 
 
この確信の基、ユーグレナはバイオジェット燃料製造の実証プラントを建設し、その費⽤を
⼀括償却した。（営業損益は 74 億 6000 万円の⼤幅な⾚字を計上。この⾚字のうち 63 億
7000 万円は、バイオ燃料製造実証プラントの建設に関わる費⽤を⼀括で計上したもの）。 
この償却のために今回の新聞記事で報道された⽅法が採られた。詳しくはつぎのユーグレ
ナのホームページにある。 



ユーグレナのホームページ 2019.11.22 
１．⽬的 

現在⽣じている繰越利益剰余⾦の⽋損を填補し財務体質の健全化を図ることを⽬的とし
ております。 
２．資本準備⾦の額の減少 
（１） 減少する資本準備⾦の額 

2019 年 9 ⽉ 30 ⽇現在の資本準備⾦ 11,880,107,432 円のうち 9,655,863,592 円を減
少し、2,224,243,840 円といたします。 
（２） 資本準備⾦の額の減少の⽅法 

会 社 法 第  448 条 第  1 項 の 規 定 に 基 づ き 、 資 本 準 備 ⾦ の 額 を 減 少 し 、 減 少 額 
9,655,863,592 円をその他資本剰余⾦に振り替えます。 
３．剰余⾦の処分 
（１） 減少する剰余⾦の額 

その他資本剰余⾦ 9,655,863,592 円 
（２） 増加する剰余⾦の額 

繰越利益剰余⾦ 9,655,863,592 円 
（３） 剰余⾦の処分の⽅法 

会社法第 452 条の規定に基づき、上記２．の資本準備⾦の額の減少の効⼒発⽣を条件に、
当該減少により増加するその他資本剰余⾦を繰越利益剰余⾦に振り替え、2019 年 9 ⽉ 30 
⽇現在の繰越損失 9,655,863,592 円（86.6 億円）を全額解消する予定です。これにより、繰
越利益剰余⾦は 0 円となる予定です。 
 
 
ユーグレナの思惑は「精製コストが規模の経済で 20 円まで安くなる」である。この思惑が
外れれば、バイオジェット燃料は世に出ることはない。思惑が外れ、バイオジェット燃料価
格が⾼⽌まりした場合、ガソリンへのバイオアルコール混⼊義務と同じように、⽯油由来の
ジェット燃料にバイオジェット燃料を混じることが義務化される⽇が来るのだろうか。 
その場合でも、⼤⼿を振って歩いているバイオアルコールのように、製造原価と製造時の⼆
酸化炭素排出量が不明瞭である、というようなことはないようにしなくてはならない。バイ
オジェット燃料の本来の⽬的は⼤気中に放出される⼆酸化炭素の量を減少させることにあ
るのだからそれらのデータの開⽰義務がある。 
 
 
https://www.meti.go.jp/meti_lib/report/H30FY/000306.pdf 
これまで我が国では、バイオ燃料導⼊における制度整備を⾏うとともに、⽯油精製業者に対
するバイオ燃料の導⼊⽬標量を設定してきた。 
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